
                                                                      

 

 

 

ＨＩＶ感染者及びエイズ患者の発生動向（詳細版） 

１ 世界の状況 

国連合同エイズ計画（UNAIDS）から、「ファクトシート 2022」が発表された。 

これによると、2021年におけるＨＩＶ陽性者は約 3,840万人、新規ＨＩＶ感染者は 150万人

（前年 150 万人）、エイズによる死亡者数は約 65 万人（前年 69 万人）とされている（表１－

１）。新規ＨＩＶ感染者は 2010年と比較し約 32％減少しており、また、エイズによる死亡者数

は、最も多かった 2005年から約 68％減少（前年から約 6％減少）した。 

  

表１－１ 世界の流行状況                             （単位：万人） 

                                           ＵＮＡＩＤＳ「ファクトシート 2022」より 

 

また、国別、地域別の流行状況では、依然として東部・南部・西部・中央アフリカにＨＩＶ

感染者数が多く、全世界における 2021年の新規感染者の約４５％を占めている（表１－２）。 

 

表１－２ 地域別のＨＩＶ感染者数とエイズによる死亡者数（2021年）            （単位：千人） 

地域 HIV陽性者総数 

 

新規HIV感染者数 

 

エイズによる死亡者数 

 

東部及び南部アフリカ 20,060 670 280 

ラテンアメリカ 2,200 110 29 

カリブ海沿岸 330 14 5.7 

西部及び中央アフリカ 5,000 190 140 

アジア太平洋 6,000 260 140 

東欧・中央アジア 1,800 160 44 

中東・北アフリカ 180 14 5.1 

西欧・中欧・北アメリカ 2,300 63 13 

ＵＮＡＩＤＳ「ファクトシート 2022」より 

 

 

                                 

 

年 2000年 2005年 2010年 2020年 2021年 

HIV陽性者 
2,600 2,850 3,080 3,780 3,840 

[2,290-2,970] [2,510-3,250] [2,720-3,520] [3,330-4,310] [3,390-4,438] 

新規 HIV 

感染者数 

290 250 220 150 150 

[220-390] [190-330] [170-290] [120-200] [110-220] 

AIDSによる

死亡者数 

170 200 140 69 65 

[130-220] [160-260] [110-180] [54-90] [51-86] 


